
 

梶
井
基
次
郎
、
宮
本
百
合

子
と
『
資
本
論
』 

『
資
本
論
』
は
経
済
学
の

内
容
だ
け
で
な
く
、
文
学
者

を
も
魅
了
し
て
い
ま
す
。
作

家
の
梶
井
基
次
郎
と
宮
本

百
合
子
の
書
簡
の
一
節
を

紹
介
し
ま
す
。 

梶
井
基
次
郎
（
１
９
２
９

年
）
「
僕
は
正
月
か
ら
『
資

本
論
』
を
読
ん
で
い
た
。
こ

ん
な
面
白
い
も
の
は
ト
ル

ス
ト
イ
の
『
戦
争
と
平
和
』
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今
年
は
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年

は
マ
ル
ク
ス
の
主
著
『
資
本
論
』
が
出
版
さ
れ
て
１
５
０
年
、

再
来
年
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
２
０
０
年
、
レ
ー
ニ
ン
生
誕
１

５
０
年
で
す
か
ら
、
こ
の
数
年
は
科
学
的
社
会
主
義
の
創
始

者
た
ち
の
記
念
イ
ヤ
ー
ズ
で
す
。
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年

に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
『
資
本
論
』
の
言
説
を
紹
介
し
、
理

論
理
解
の
一
助
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
文 

Ｔ
・
Ｍ
） 

以
来
だ
。
経
済
の
本
に
し
て

経
済
の
本
で
は
な
い
。
何
シ

リ
ン
グ
何
ペ
ニ
イ
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ

る
の
で
、
経
済
学
の
こ
と
と

ば
か
り
思
っ
て
い
て
読
ま

な
か
っ
た
以
前
が
う
ら
め

し
く
な
る
位
だ
。
左
傾
や
右

傾
や
の
問
題
で
は
な
く
大

そ
う
面
白
い
の
だ
か
ら
読

ま
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
も
の
だ
。
」「
僕
は
最

近
自
分
の
文
体
を
研
い
て

ゆ
く
の
に
マ
ル
ク
ス
の
そ

れ
、
ス
ト
リ
ン
グ
ベ
ル
ヒ
の

そ
れ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の

「
水
の
上
」
の
そ
れ
を
手
本

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ル

ク
ス
は
非
常
に
魅
力
の
多

い
文
体
で
す
。
」 

宮
本
百
合
子
（
１
９
３
９

年
３
月
『
十
二
年
の
手
紙
』
）

「
こ
の
ご
ろ
、
や
っ
と
大
部

な
著
作
の
読
書
に
と
り
か

か
っ
て
、
感
歎
お
く
あ
た
わ

ず
、
で
す
。
涙
ぐ
む
ほ
ど
の

羨
望
で
す
。
純
粋
の
羨
望
で

あ
っ
て
、
腹
の
な
か
で
は
顫

え
る
よ
う
で
す
。
小
説
に
お

い
て
も
、
文
芸
評
論
に
お
い

て
も
、
こ
う
い
う
態
度
に
些

か
近
づ
く
こ
と
を
得
れ
ば
、

本
当
に
死
ん
で
も
い
い
、
そ

う
思
う
。
学
問
、
最
も
人
間

的
な
学
究
と
い
う
も
の
の

態
度
、
鋭
い
分
析
と
綜
合
と

の
間
で
活
き
物
で
あ
る
現

象
を
と
ら
え
、
本
質
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
再
び
活
物
と

し
て
の
在
り
よ
う
を
そ
の

全
関
係
と
矛
盾
と
の
間
で

描
き
出
す
力
。
そ
し
て
お
ど

ろ
き
を
新
た
に
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
精
気
溢
る
る

筆
が
、
対
象
を
あ
く
ま
で
追

究
し
つ
つ
、
決
し
て
、
作
家

の
頭
に
あ
る
よ
う
な
読
者

を
問
題
に
し
て
い
ず
、
念
頭

に
な
く
、
筆
端
は
常
に
内
向

的
で
あ
る
こ
と
で
す
。
真
の

文
学
評
論
は
、
正
に
こ
う
い

う
性
質
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
ね
、
作

品
に
即
し
て
、
そ
の
世
界
の

内
外
を
あ
ま
ね
く
眺
め
、
よ

っ
て
来
る
と
こ
ろ
赴
く
客

観
的
な
も
の
な
ど
が
、
煩
い

と
な
っ
て
い
な
い
学
芸

性
。
」 

 

（
不
定
期
掲
載
） 

●安心して子育てできる、希望ある社会に 

 日本では、子どもや子育てへの社会的なサポートが先進諸国の中で際立って弱く、働

くことと子どもを産み育てることとの矛盾が広がり、出産・子育てが困難な国になって

います。内閣府の結婚・子育てについての意識調査で、「希望する人数まで子どもを増

やしたいか」という質問に、4 割以上が「増やさない」「増やせない」と回答していま

す。自公政権が不安定な雇用と低賃金、長時間労働を広げ、教育費、税金や社会保険料

などの負担増など、子育て支援に逆行することばかりをすすめてきたからです。 

 日本共産党は、安心して子育てできる人間らしい働き方とくらしを実現するために力

を尽くします。子どもたちが大切にされ、健やかな成長を保障できる希望ある社会をつ

くります。 
 

●保育料、幼稚園授業料の無償化を、待機児童解消とともにすすめます 

 第２子の保育料の無料化など、自治体の努力で保育料無償化を拡充する市町村が増え

ています。右表は、自治体ごとの国基準での保育料の金額と調定額です。吉賀町は保育

料が無料のため、調定額はゼロです（国基準との保育料を比較した際、割合が低い自治

体ほど、保育料が低いことになります）。 

 県議団は、子育て支援の充実は子育て世帯のみならず、県民の願いでもあり、地方再

生、少子化対策からも最重要課題の一つだと強調し、保育料の軽減策の拡充や子どもの

医療費助成の中学校卒業までの無料化を求めて論戦してきました。 

日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介県議）の議会論戦を紹介しながら、県政を

めぐる諸課題（医療・介護・福祉、原発、雇用・経済、教育、農業など）について連

載していきます。今回は子育てについて取り上げます。 

●日本共産党の政策 

◆国の予算を引き上げ、高すぎる国の保育料の基準額を改善し、保育所、幼稚園の保

育料・授業料の無償化をすすめます。◆認可保育所などに入れず、認可外保育所を利用

する子どもの保育料の軽減制度をつくります。◆児童手当を拡充し、現在、中学校卒業  

までの支給期間を１８歳までに延長することをめざします。 

■平成 29 年 9 月分保育料（公立・私立 認可保育所） 

 国基準 調定額 割合 

松江市 219,689 105,782 48％ 

浜田市 46,808 22,960 49％ 

出雲市 162,437 102,864 63％ 

益田市 38,347 22,584 59％ 

大田市 31,213 17,373 56％ 

安来市 19,502 12,034 62％ 

江津市 19,118 11,839 62％ 

雲南市 25,488 9,332 37％ 

奥出雲町 12,163 3,842 32％ 

飯南町 3,660 717 20％ 

川本町 2,957 719 24％ 

美郷町 4,519 475 11％ 

邑南町 12,418 3,308 27％ 

津和野町 4,184 1,357 32％ 

吉賀町 5,111 0 0％ 

海士町 3,104 2,024 65％ 

西ノ島町 2,804 1,283 46％ 

知夫村 871 238 27％ 

隠岐の島町 16,325 3,494 21％ 

（単位：千円） 

２
月
２
３
日
、
松
江
市
の

県
庁
前
で
は
２
３
３
回
目

の
金
曜
行
動
が
あ
り
、
１
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

「
島
根
原
発
再
稼
働
反

対
」
「
日
本
海
を
守
れ
」
と

か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。
帰
宅
中
の
男
性
（
４
２
）

は
「
電
力
は
余
っ
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
と
普
及
さ
せ
る
べ
き

だ
」
と
話
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
必
要
性

を
語
り
ま
し
た
。 

松
江
生
活
と
健
康
を
守

る
会
は
２
月
１
８
日
、
定
期

総
会
を
開
き
、
日
本
共
産
党

か
ら
尾
村
利
成
県
議
、
吉
儀

敬
子
、
田
中
肇
の
両
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。 

松
江
生
協
病
院
の
眞
木

高
之
副
院
長
が
「
病
気
に
な

っ
て
も
医
療
機
関
に
か
か

れ
な
い
時
代
に
」
と
題
し
て

記
念
講
演
し
ま
し
た
。 

眞
木
氏
は
、
同
病
院
に
救

急
搬
送
さ
れ
た
患
者
事
例

を
紹
介
。
健
康
被
害
と
貧
困

が
密
接
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
や
、
国
の
医
療
・
介
護

制
度
が
後
退
す
る
中
で
、
昨

年
７
月
か
ら
「
無
料
定
額
診

療
事
業
」
を
実
施
し
、
２
２

件
を
対
応
し
た
経
験
を
報

告
。「
病
院
内
だ
け
で
な
く
、

病
院
外
の
団
体
等
と
も
手

を
つ
な
ぎ
、
連
携
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 

 

【
訂
正
】 

民
主
島
根
１
３

０
５
号
・
２
面
の
「
山
院

の

地

域

経

済

の

未

来

は･･･

」
の
見
出
し
の
「
山

院
」
は
「
山
陰
」
の
誤
り

で
し
た
。 

コ
ー
ル
し
、
中
国

電
力
島
根
支
社
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。（
写
真
） 

リ
レ
ー
ト
ー
ク

で

初

参
加

の
学

生
・
大
西
寿
弥
さ

ん
（
２
２
）
は
「
福

島
原
発
事
故
を
風

化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
」
と
訴
え
。

「
私
も
毎
回
参
加

し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
行
動
を
続
け

ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
る
と
、
参
加
者


